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 高速点火核融合に最適なシンチレーター開

発が求められている。我々の研究グループで

は、大量生産可能なシンチレータという観点

から、ガラス素材のシンチレータに注目して

お り 、 こ れ ま で APLF80+Pr[ 組 成 ：

20Al(PO3)3-80LiF+Pr] などガラス素材のシン

チレータを開発・評価してきた[1-6]。 

 シンチレータ特性の更なる向上には、ホス

ト中におけるドーパントの電子状態の解明が

不可欠である。そこで我々は、APLF が Pr3+

の電子状態に与える効果を調べるため、

UVSOR の BL7B において APLF+Pr および

Pr:LiCAF の発光スペクトルと発光励起スペク

トルの温度依存性を調べた。 

 APLF+Pr の発光スペクトルを Fig.1 に示す。
1
S0からの 4f-4f遷移と 5d-4f遷移の両方の遷移

過程が存在する波長 220 nmから 280 nmにお

いて、272 nmおよび 253 nmのピークは 260 nm

付近の幅広なピークに比べ、温度の上昇によ

る強度の減少が顕著であることがわかった。

このことは前者のピークは 4f-4f遷移に由来す

る発光の割合が後者に比べ高い可能性を示し

ている。なぜなら、5d-4f 遷移に比べ、4f-4f

遷移は寿命が長く、熱による非輻射的な失活

の影響を受けやすいからである。また、温度

依存性を調べることでガラス中における発光

核の電子状態に関するより詳細な知見が得ら

れたことは、シンチレーター特性改善に向け

て大きな進展といえる。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

Fig. 1 PL spectra of APLF 
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